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現
在
公
教
育
全
体
に
掩
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
い
る
幾
多
の
難
問
の

中
に
、
公
教
育
に
対
す
る
高
学
費
か
ら
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の

権
利
を
守
り
、
親
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
ゆ
く
か
が
、
極
め
て

重
要
な
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

る
。現
在
、
わ
た
し
た
ち
が
大
阪
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
て
い
る
「
私

学
訴
訟
」
は
、
私
学
の
学
費
問
題
の
う
ち
で
も
っ
と
も
深
刻
で
あ
る

私
立
高
校
の
超
過
学
費
に
対
す
る
国
の
法
的
責
任
を
追
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

私
立
高
校
に
通
学
さ
せ
て
い
る
（
も
し
く
は
通
学
さ
せ
て
い
た
）
勤

労
者
で
あ
る
親
で
あ
る
。
提
訴
者
の
内
訳
を
職
業
別
に
み
る
と
、
｜

番
多
い
の
が
公
立
小
学
校
の
給
食
調
理
員
の
人
達
（
女
性
）
で
あ

り
、
二
五
世
帯
中
九
世
帯
を
占
め
、
次
に
大
阪
府
の
南
端
の
岬
町
に

あ
る
部
落
に
居
住
し
て
工
員
な
ど
を
し
て
働
い
て
い
る
人
達
が
七
世

帯
あ
り
、
そ
の
他
は
教
員
や
電
々
公
社
職
員
、
中
小
企
業
勤
務
者
な

ど
で
、
中
に
は
母
子
世
帯
で
病
気
で
無
職
の
世
帯
も
あ
る
。
原
告
ら

の
世
帯
収
入
は
教
員
や
電
々
公
社
職
員
の
人
達
が
比
較
的
高
く
、
七

五
年
当
時
で
月
額
一
一
○
万
円
か
ら
二
五
万
円
程
度
、
学
校
給
食
調
理

員
の
人
達
は
同
じ
く
一
二
万
円
か
ら
一
五
万
円
程
度
で
、
夫
の
収
入

を
加
え
て
も
大
部
分
は
二
○
万
円
に
達
せ
ず
。
し
か
も
九
世
帯
の
う

ち
五
世
帯
が
母
子
家
庭
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
部

落
解
放
同
盟
に
所
属
す
る
、
前
記
の
岬
町
の
人
達
を
含
む
九
世
帯
の

世
帯
収
入
は
と
く
に
低
く
、
’
○
万
円
以
下
の
世
帯
も
少
な
く
な

そ
れ
で
は
こ
の
人
達
が
私
立
高
校
生
の
子
ど
も
の
た
め
に
、
ど
れ

ほ
ど
の
学
費
を
支
払
っ
て
い
る
か
を
み
て
み
ろ
と
、
子
ど
も
の
入
学

年
度
、
私
立
高
校
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
が
、
平
均
的
に
考
え
て
昭

和
五
○
年
度
で
は
入
学
金
は
一
二
万
円
か
ら
一
五
万
円
、
授
業
料
と

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
学
校
行
事
費
な
ど
）
は
一
五
万
円
か
ら
二
○

万
円
に
達
し
、
五
一
年
度
は
さ
ら
に
入
学
金
に
お
い
て
数
万
円
、
授

業
料
な
ど
に
お
い
て
五
万
円
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ろ
。

い
◎ 

私
立
高
校
生
超
過
学
費
返
還
請
求
訴
訟
の

提
起
す
る
も
の

（
｜
）
 

本
訴
訟
の
正
式
の
名
称
は
、
私
立
高
校
生
超
過
学
費
返
還
（
国
家

賠
償
）
請
求
訴
訟
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
九
世
帯
一
二
名
に
よ
る
第

一
次
提
訴
を
一
九
七
五
年
八
月
一
四
日
に
、
’
六
世
帯
一
一
三
名
に
よ

る
第
二
次
提
訴
を
七
六
年
一
○
月
八
日
に
行
っ
た
。
第
一
回
公
判
は

七
五
年
一
一
月
六
日
に
開
か
れ
、
以
来
一
一
一
年
間
に
一
一
一
一
回
の
公
判
が

大
阪
地
裁
第
七
民
事
部
に
お
い
て
大
法
廷
を
使
用
し
て
行
わ
れ
て
き

た
。
毎
回
傍
聴
者
は
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
り
法
廷
に
入
り
き
れ
な
い

人
達
の
た
め
に
別
の
会
場
で
学
習
会
が
公
判
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た

こ
と
も
あ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

本
訴
訟
の
原
告
は
い
ず
れ
も
大
阪
府
下
に
居
住
し
、
そ
の
子
女
を

し
た
が
っ
て
原
告
ら
の
よ
う
に
中
以
下
の
所
得
階
層
の
勤
労
者
に

と
っ
て
、
初
年
度
で
一
一
一
○
万
円
、
一
一
、
三
年
度
で
一
一
○
万
円
に
達
す

る
学
費
を
支
払
う
こ
と
は
世
帯
経
済
上
並
々
で
な
い
こ
と
は
、
｜
見

明
瞭
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
本
訴
訟
で
問
題
と
し
た
の
は
、
ま
さ

に
、
勤
労
者
世
帯
に
と
っ
て
到
底
我
慢
の
で
き
な
い
、
こ
れ
ほ
ど
高

額
の
学
費
に
つ
い
て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
、
と
り
わ
け
国
が
、

そ
の
解
消
の
た
め
の
具
体
的
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
に
何
ら
か
の
法

的
責
任
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て

わ
れ
わ
れ
は
、
原
告
ら
が
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
学
費
額
の
う

ち
で
同
世
代
の
公
立
高
校
生
の
学
費
を
上
廻
ろ
学
費
を
超
過
学
費
と

よ
び
、
右
超
過
学
費
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
国
が
、
国
民
の
教
育
を

受
け
る
権
利
の
実
質
的
保
障
を
な
す
べ
き
法
律
上
の
義
務
を
意
た
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
原
告
ら
に
生
じ
た
損
害
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
賠

償
請
求
を
な
す
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

本
訴
訟
の
請
求
は
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

㈲
現
在
の
憲
法
ｌ
教
育
基
本
法
体
制
は
、
戦
前
の
教
育
勅
語
に
基

礎
づ
け
ら
れ
た
国
民
の
国
に
対
す
る
義
務
と
し
て
の
教
学
体
制
と
根

本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
が
独
占
し
て
い
た
教
育

権
を
国
民
に
解
放
し
、
国
民
の
権
利
と
し
て
の
教
育
を
実
現
す
る
士

（｜｜） 

（一一一）

松
本
健
男
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も
端
的
に
示
す
も
の
は
生
徒
一
人
当
り
の
教
育
費
（
経
常
費
）
と
そ

の
内
訳
で
あ
る
。
大
阪
府
の
場
合
、
四
九
年
度
に
お
い
て
、
公
立
高

校
は
年
間
一
一
八
二
、
四
○
○
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
私
立
高
校
は
そ

の
六
五
・
七
％
で
あ
る
一
八
五
、
六
○
○
円
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
学

校
教
育
費
の
負
担
区
分
構
成
を
四
八
年
度
（
全
国
平
均
）
に
つ
い
て

み
ろ
と
、
公
立
高
で
は
生
徒
納
付
金
は
僅
か
一
一
一
・
九
％
で
あ
る
の
に

対
し
、
私
立
高
で
は
実
に
四
七
％
を
占
め
ろ
。
こ
れ
ら
を
綜
合
す
る

と
、
大
阪
府
の
場
合
、
私
立
高
生
は
絶
対
額
に
お
い
て
年
間
三
○
万

抑
円
以
上
、
倍
率
に
お
い
て
公
立
高
生
の
数
十
倍
に
の
ぼ
る
学
費
を
負

ろ
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
支
出
さ
れ
る
教
育
費
は
公
立
高
生
の
一
一
一

繊
分
の
二
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
異
常
な
公
私
格
差
は

嘘
他
の
府
県
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

荊
国
私
立
高
校
生
を
も
つ
親
が
勤
労
者
で
あ
る
場
合
、
こ
う
し
た

識
学
費
負
担
は
、
た
だ
で
さ
え
苦
し
い
家
計
を
圧
迫
し
、
健
康
で
文
化

運
的
な
生
活
水
準
を
大
幅
に
引
き
下
げ
、
最
低
限
度
の
水
準
さ
え
を
も

醜
破
壊
し
て
し
ま
う
ほ
ど
重
大
な
障
害
を
与
え
る
に
至
る
。
大
阪
府
の

雌
勤
労
者
の
年
間
実
収
入
平
均
一
、
六
五
七
、
一
一
○
○
円
の
人
が
子
ど

蝿
も
一
七
私
立
一
員
に
通
学
さ
せ
る
場
合
、
平
均
の
学
費
負
担
額
は
五
○
年

枝
度
の
第
一
学
年
に
つ
い
て
い
え
ば
一
一
一
一
四
、
六
○
○
円
で
あ
り
、
第

蛎
二
学
年
以
降
は
一
八
○
、
八
○
○
円
で
あ
る
か
ら
、
第
一
学
年
で
総

私
収
入
の
一
八
・
七
％
、
第
二
学
年
以
降
で
一
○
・
九
％
に
達
し
、
他

弱
に
収
入
が
な
い
と
す
れ
ば
年
間
一
、
一
一
一
四
一
一
、
六
○
○
円
（
月
額
一

め
の
教
育
諸
条
件
の
整
備
を
国
に
対
し
て
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、

国
は
ま
さ
に
国
民
に
対
し
て
右
の
憲
法
上
の
義
務
を
負
う
。
そ
し
て

教
育
諸
条
件
の
整
備
の
中
で
公
教
育
の
無
償
化
を
図
る
こ
と
は
も
っ

と
も
基
本
的
な
内
容
で
あ
る
。
け
だ
し
現
代
の
高
度
に
発
達
し
た
社

会
に
お
い
て
、
一
定
水
準
以
上
の
基
礎
的
な
教
育
を
う
け
る
こ
と

は
、
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
で
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
人
間

的
諸
能
力
を
成
長
発
達
せ
し
め
て
ゆ
く
こ
と
は
国
民
各
自
に
と
っ
て

の
基
本
的
な
教
育
要
求
で
も
あ
る
。
平
和
で
民
主
的
な
文
化
国
家
の

理
念
か
ら
し
て
、
国
は
国
民
全
員
に
普
通
教
育
を
実
質
的
に
保
障
す

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
無
償
化
を
図
ろ
べ
き
で
あ
る
。
国
が
国
民
の
教

育
を
受
け
る
権
利
の
実
質
的
保
障
を
図
る
べ
き
立
法
行
政
施
策
を
意

た
り
そ
の
た
め
国
民
に
不
当
な
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
右
立
法
・

行
政
不
作
為
に
も
と
づ
く
国
の
法
的
責
任
を
追
求
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

目
高
校
進
学
率
は
年
々
上
昇
し
、
五
○
年
度
で
全
国
で
九
二
％
、

大
阪
府
で
九
四
・
五
％
に
達
し
、
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
そ

し
て
現
業
を
含
む
す
べ
て
の
国
家
公
務
員
、
大
部
分
の
地
方
公
務
員

や
公
社
職
員
を
は
じ
め
、
民
間
大
企
業
ま
で
、
主
要
な
生
産
現
場
で

は
、
そ
の
採
用
資
格
に
高
校
卒
以
上
を
要
求
し
て
い
ろ
。
こ
の
よ
う

な
高
校
義
務
化
の
実
態
の
中
で
、
高
校
進
学
を
強
く
希
望
し
な
が
ら

も
へ
公
立
高
校
の
収
容
率
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
公
立
高
校
を
希

望
し
な
が
ら
も
進
路
指
導
な
ど
に
よ
っ
て
私
立
高
校
を
推
薦
さ
れ
た

も
の
は
、
経
済
的
余
裕
が
な
い
場
合
、
そ
の
著
し
い
高
学
費
の
た
め

進
学
を
断
念
す
る
か
、
高
学
費
に
苦
し
み
な
が
ら
進
学
す
る
か
の
選

択
を
迫
ら
れ
る
。
大
阪
府
の
場
合
、
昭
和
五
○
年
度
に
お
い
て
公
立

中
よ
り
の
高
校
進
学
者
の
う
ち
一
一
一
八
・
五
％
が
私
立
高
校
に
進
学
し

て
い
る
。
公
私
の
学
費
格
差
を
み
て
み
ろ
と
、
大
阪
府
の
場
合
、
昭

和
五
○
年
度
ま
で
約
一
○
年
間
、
公
立
高
校
の
授
業
料
は
年
間
七
、

二
○
○
円
に
据
え
お
か
れ
て
お
り
、
五
一
年
度
に
年
額
一
四
、
四
○

○
円
（
但
し
八
月
分
以
降
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
私

立
高
校
で
は
こ
の
一
○
年
来
年
々
上
昇
を
続
け
、
平
均
額
が
、
昭
和

五
○
年
度
で
入
学
一
時
金
が
一
一
一
一
三
、
八
○
○
円
、
授
業
料
な
ど
が

一
八
○
、
八
○
○
円
、
合
計
一
一
二
四
、
六
○
○
円
、
同
五
一
年
度
で

入
学
一
時
金
が
一
五
四
、
一
○
○
円
、
授
業
料
な
ど
が
一
一
一
一
一
一
、
二

○
○
円
、
合
計
三
六
七
、
一
一
一
○
○
円
に
達
し
、
入
学
年
度
に
つ
い
て

い
え
ば
、
昭
和
五
○
年
度
で
公
立
高
の
四
三
・
七
倍
、
五
一
年
度
で

二
五
・
五
倍
と
な
る
。
確
か
に
格
差
倍
率
は
少
し
減
少
し
た
よ
う
に

み
え
る
が
格
差
額
は
一
一
一
○
七
、
四
○
○
円
か
ら
三
五
一
一
、
九
○
○
円

に
は
ね
上
っ
て
い
る
。
逆
に
、
私
立
高
の
教
育
条
件
は
全
体
と
し
て

公
立
高
よ
り
も
劣
っ
て
い
ろ
。
四
七
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
教
員

一
人
あ
た
り
の
生
徒
数
は
、
非
常
勤
を
除
く
と
公
立
一
七
・
二
五
人

に
対
し
、
私
立
一
一
五
・
四
七
人
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
定
員
は
公
立
が
全

部
四
五
名
以
下
で
あ
る
の
に
私
立
は
約
半
数
が
五
六
名
か
ら
五
○
人

で
あ
り
、
三
分
の
一
は
五
一
名
以
上
で
あ
る
。
公
私
格
差
を
も
つ
と

二
、
九
○
○
円
）
で
一
家
五
人
が
生
活
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
国
民
生
活
上
受
恩
限
度
を
こ
え

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
高
校
生
の
場
合
は
学
費
の
ほ
か
に
少
な
か
ら

ぬ
教
育
費
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
か
か
る
事

態
は
私
立
高
校
生
を
一
員
と
し
て
含
む
家
族
世
帯
に
重
大
な
生
活
破

壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
該
私
立
高
校
生
の
教
育

を
受
け
る
権
利
に
重
大
な
障
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

口
こ
う
し
た
私
立
高
校
生
の
超
過
学
費
の
実
態
は
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
私
立
高
生
の
親
、
教
職
員
、
経
営
者
よ
り

助
成
金
の
増
額
の
要
請
陳
情
が
国
に
対
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
地
方

公
共
団
体
か
ら
も
抜
本
的
施
策
の
要
求
が
国
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
る
に
国
は
、
こ
の
問
題
の
重
大
性
を
充
分
認
識
し
う
る
地

位
に
あ
る
の
に
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
の
趣
旨
目
的
に
そ
っ
た
有
効

な
立
法
行
政
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
。
右
立
法
行
政
措
置
と
し
て

は
、
凹
就
学
希
望
者
全
員
を
収
容
す
る
だ
け
の
公
立
高
校
の
設
置
、

②
私
立
高
校
生
の
超
過
学
費
に
相
当
す
る
返
済
義
務
の
な
い
奨
学
金

の
支
給
制
度
の
整
備
の
一
一
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ｕ
は
抜
本
的
な
施

策
で
あ
り
、
②
は
当
面
緊
急
の
施
策
で
あ
る
。
よ
っ
て
右
の
不
作
為

に
よ
り
原
告
ら
は
超
過
学
費
相
当
の
損
害
を
豪
む
つ
た
も
の
で
あ

り
、
国
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
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け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
学
校

教
育
法
四
一
条
は
、
高
等
学
校
は
高
等
普
通
教
育
お
よ
び
専
門
教
育

を
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
旨
規
定
し
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
憲
法

二
六
条
は
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
の
具
体
的
内
容
を
教
育
基
本

法
に
委
ね
、
教
育
基
本
法
は
さ
ら
に
そ
の
具
体
的
実
現
を
諸
法
律
に

委
ね
て
い
る
と
い
う
法
構
造
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と

を
も
っ
て
、
国
が
い
う
よ
う
に
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
具
体
的
実

現
が
す
べ
て
国
会
の
裁
量
に
ま
か
せ
ら
れ
て
お
り
、
司
法
判
断
の
対

抑
象
と
な
り
え
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
憲
法
上
の
基
本
的
人
権
保
障
の

ろ
実
質
的
意
義
を
忘
却
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
憲
法
九
八
条

、－９

起
は
憲
法
の
最
一
員
法
規
性
を
明
記
し
、
こ
れ
に
反
す
る
法
律
な
ら
び
に

嘘
行
政
行
為
の
一
切
が
無
効
で
あ
る
と
し
、
同
八
一
条
は
裁
判
所
に
対

撤
し
違
憲
立
法
・
行
政
審
査
権
を
与
え
て
い
る
。
一
員
度
に
政
治
的
な
立

求
法
・
行
政
行
為
に
対
す
る
司
法
審
査
権
を
否
定
す
る
、
統
治
行
為
論

圭
月

遥
を
是
認
す
る
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
い
や
し
く
も
基
本
的
人
権

醜
保
障
が
立
法
行
政
的
に
合
憲
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い

鶴
て
司
法
審
査
権
が
及
ば
な
い
と
し
た
ら
、
立
法
行
政
の
違
憲
審
査
権

蝿
は
全
く
名
目
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、
入

校
権
に
か
か
る
領
域
に
つ
い
て
統
治
行
為
論
を
持
ち
込
む
こ
と
は
、
憲

鯛
法
解
釈
上
許
さ
れ
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

私
確
か
に
憲
法
一
一
六
条
は
、
他
の
人
権
条
項
と
同
様
、
抽
象
的
な
規

師
範
で
あ
る
こ
と
を
免
か
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
具
体
化
し
た

こ
の
わ
れ
わ
れ
の
請
求
に
対
し
、
国
は
徹
頭
徹
尾
抽
象
的
な
本
案

前
の
抗
弁
を
対
置
し
た
。
し
た
が
っ
て
法
廷
で
の
論
争
は
、
終
始
、

｜
刻
も
早
く
本
案
審
遅
に
入
り
、
超
過
学
費
問
題
の
実
態
に
関
す
る

証
拠
調
を
行
な
う
べ
き
だ
と
す
る
わ
れ
わ
れ
と
、
本
訴
訟
は
本
来
の

法
判
断
に
な
じ
ま
な
い
請
求
を
な
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
速
や
か
に

審
理
を
終
結
せ
よ
と
い
う
国
側
と
の
間
の
論
争
に
終
始
し
て
き
た
。

国
側
の
主
張
は
、
一
口
に
い
え
ば
立
法
裁
量
論
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
憲
法
二
六
条
に
い
う
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
の
具
体
的
内

容
は
、
結
局
は
法
律
の
制
定
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら

教
育
を
受
け
る
権
利
を
ど
こ
ま
で
具
体
化
す
る
か
は
、
文
教
政
策
、

教
育
制
度
等
国
政
の
根
幹
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
予
算
の
裏

附
け
を
必
要
と
す
る
も
の
だ
か
ら
、
社
会
的
・
文
化
的
・
経
済
的
諸

要
因
を
勘
案
し
、
専
門
的
、
長
期
的
か
つ
台
目
的
な
見
地
か
ら
決
定

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
決
定
は
国
会
の
み
が
な
し
う
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
司
法
審
査
に
な
じ
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
、
と
す
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
国
の
主
張
は
勿
論
、
憲

法
上
の
社
会
権
条
項
（
生
存
権
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
勤
労
の
権

利
）
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
と
み
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
生
存
権
の
保
障
に
し
て
も
、
こ
れ
は
文
化
国
家
の
理
念
を
抽
象

，
（
四
）

的
に
三
一
一
一
一
□
し
、
か
か
る
国
政
の
運
営
を
国
の
責
務
と
宣
一
一
一
一
臣
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
直
接
個
々
の
国
民
に
対
し
具
体
的
権
利
を
付
与
し
た
、
も

の
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
国
の
主
張
は
、
憲
法
解
釈
の
名
に
お
い
て
憲
法

の
本
質
を
じ
ゅ
う
り
ん
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
基
本
法
の
規
範
性

を
無
意
味
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
本
訴
請
求
の
実
定
法
上
の
根
拠
と
し
て
、
憲
法
二
六

条
一
、
二
項
の
ほ
か
に
、
教
育
基
本
法
一
一
一
条
一
、
一
一
項
、
一
○
条
一
一

項
、
｜
｜
条
を
指
摘
し
た
。
憲
法
二
六
条
は
、
｜
項
に
お
い
て
国
民

の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
規
定
し
、
二
項
に
お
い
て
、
国
民
の
子
女

に
対
す
る
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
と
、
義
務
教
育
の
無
償
を

規
定
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」

と
い
う
留
保
を
付
し
て
い
ろ
。
教
育
基
本
法
三
条
は
教
育
の
機
会
均

等
に
つ
い
て
、
｜
項
で
は
、
す
べ
て
国
民
は
ひ
と
し
く
そ
の
能
力
に

応
ず
ろ
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済

的
地
位
な
ど
に
よ
っ
て
教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
こ
と
、
二
項
で
は
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学
の
方
法
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
、
一
○
条
二
項
で
は
、
教
育
行

政
は
教
育
諸
条
件
の
整
備
確
立
を
目
標
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
二
条
で
は
、
こ
の
法
律
に
掲
げ
る
諸
条
項
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
当
な
法
令
が
制
定
ざ
れ
な

教
育
基
本
法
の
諸
条
項
は
い
ず
れ
も
よ
り
具
体
的
に
教
育
を
受
け
る

権
利
の
保
障
の
内
容
を
示
し
て
い
ろ
。
前
記
の
一
一
一
条
二
項
は
、
能
力

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
困
難
な
者
に

対
し
て
奨
学
の
方
法
を
講
じ
る
こ
と
を
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
義
務
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
能
力
」
を
前
提
と
し
て
い
る

点
で
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
以
外
の
要
件
は

客
観
的
に
明
確
で
あ
り
、
た
だ
奨
学
の
方
法
程
度
が
問
題
と
な
る
に

す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
本
訴
請
求
に
お
け
る
実
定
法
上
の
直
接
の

根
拠
と
し
て
右
条
項
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
考

え
方
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
勤
労
者
で
あ
る
国
民
が
私
立
高
校
に
入

学
す
る
子
女
の
た
め
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
受
忍
限
度
を
超
え
る

超
過
学
費
こ
そ
、
右
の
奨
学
制
度
の
欠
如
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
国
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
も
の
に
対
す

る
奨
学
制
度
の
整
備
を
慨
怠
し
つ
づ
け
る
と
い
う
違
法
を
犯
し
て
い

る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

は
た
し
て
国
は
、
わ
れ
わ
れ
の
右
の
主
張
に
対
し
て
、
も
っ
と
も

反
動
的
な
能
力
論
を
対
置
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
「
教
育
の
機
会

均
等
と
い
う
も
確
定
的
な
概
念
で
な
く
、
抽
象
的
、
相
対
的
概
念
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
本
人
の
能
力
以
外
の
理
由
で
差
別
が
←
の

る
な
ら
ば
、
教
育
の
機
会
均
等
に
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
」

（
憲
法
二
六
条
一
一
項
は
）
「
す
べ
て
の
国
民
に
普
通
教
育
を
受
け
る
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を
子
ど
も
に
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
社
会
常
識
上
、
親
の
義
務
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
意
味
で
は
高
校
教
育
は
義
務
教
育
化
し
て
い
る
。
し

か
し
高
校
教
育
を
直
ち
に
法
制
度
的
に
義
務
化
す
る
か
否
か
は
、
な

お
か
つ
立
法
行
政
の
裁
量
の
余
地
を
残
し
て
い
る
ｐ
換
言
す
れ
ば
、

高
校
義
務
化
の
客
観
的
条
件
は
成
熟
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が

国
民
全
体
の
法
律
的
要
求
に
な
る
に
は
若
干
の
距
離
が
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
が
提
起
し
て

い
る
も
の
は
、
実
質
的
に
義
務
化
し
た
高
校
教
育
に
つ
い
て
、
経
済

柳
的
側
面
に
お
け
る
諸
条
件
を
緊
急
に
整
備
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

邦
て
高
校
進
学
の
機
会
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
進
学
自
体

起
に
受
忍
限
度
を
こ
え
る
経
済
的
困
難
が
伴
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

嘘
高
校
教
育
の
無
償
化
に
向
け
た
抜
本
的
な
立
法
行
政
施
策
を
講
ず
べ

獄
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
二
局
校
教
育
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
と
も

鰄
強
く
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
、
私
立
高
校
に
お
け
る
一
局
額
の
学

還
費
負
担
を
直
ち
に
軽
減
す
る
具
体
的
措
置
を
講
ず
べ
き
だ
と
い
う
こ

醜
と
で
あ
る
・
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
要
求
は
、
高
校
制
度
の
法
制
的
変
更

鶴
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
直
ち
に
実
現
可
能
な
も
の
で

蝿
あ
る
。

校
こ
の
わ
れ
わ
れ
の
主
張
に
対
し
、
国
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。

鯛
す
な
わ
ち
、
か
り
に
教
育
基
本
法
三
条
一
項
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、

私
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
面
で
教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
す
る
措
置

的
を
講
す
る
と
し
て
も
、
具
体
的
に
い
か
な
る
基
準
を
満
た
せ
ば
、
経

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
と
が
そ
の
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
義
務
づ
け
ら
れ
、
か
つ
確
実
に
保

障
さ
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
暗
に
、
高

校
教
育
は
「
能
力
」
の
あ
る
も
の
に
の
み
開
か
れ
た
教
育
過
程
で
あ

り
、
「
能
力
」
の
な
い
も
の
も
就
学
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
義
務

教
育
過
程
と
は
異
っ
て
い
る
、
私
立
高
生
が
公
立
高
に
入
学
す
る
能

力
が
な
か
な
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
就
学
条
件
に
お
け
る
差
別
は
や
む

を
え
な
い
も
の
だ
、
と
の
差
別
的
教
育
観
を
露
骨
に
展
開
し
た
。
こ

こ
で
は
、
能
力
が
一
般
的
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、
個
別
的
特
殊

的
な
有
能
性
に
置
き
か
え
ら
れ
る
。
結
局
、
国
が
い
わ
ん
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
公
立
高
に
も
入
れ
な
い
も
の
は
高
い
月
謝
を
出
し
て
ま

で
私
立
高
に
ゆ
く
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

は
、
富
国
強
兵
に
役
立
つ
国
民
教
育
と
い
う
国
家
主
義
的
観
点
か
ら

は
肯
定
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
い
や
し
く
も
国
民
自
身
の
た
め
の
教

育
、
人
間
の
発
達
可
能
性
を
現
実
の
も
の
に
し
て
ゆ
く
と
い
う
国
民

主
権
的
な
教
育
観
か
ら
は
、
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
考
え
方
で
あ

る
。
そ
し
て
国
の
右
主
張
は
前
記
の
教
基
法
一
一
一
条
二
項
に
い
う
、
「
能

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
を
、
い
わ
ゆ
る
英
才
を
指
す
も
の
と

し
、
ほ
ん
の
一
握
り
の
「
英
才
」
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
で
あ
る
日

本
育
英
会
制
度
を
も
っ
て
、
同
条
を
充
足
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

の
立
論
を
根
拠
づ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

わ
れ
わ
れ
と
国
と
の
間
の
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
裁

判
所
は
七
七
年
一
二
月
の
第
九
回
公
判
で
国
側
に
対
し
、
原
告
側
の

請
求
原
因
に
対
す
る
事
実
認
否
を
な
す
よ
う
に
命
じ
、
本
訴
訟
の
中

心
争
点
で
あ
る
本
件
超
過
学
費
に
つ
い
て
国
に
法
的
責
任
が
あ
る
か

否
か
が
、
よ
り
実
態
的
根
拠
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
訴
状
に
お
い
て
、
教
育
基
本
法
四
条
一
項

に
い
う
、
国
民
が
そ
の
子
女
に
対
し
て
負
う
九
年
の
普
通
教
育
を
受

け
さ
せ
る
義
務
は
、
現
在
の
高
校
教
育
が
国
民
に
と
っ
て
有
し
て
い

る
意
味
か
ら
い
っ
て
一
二
年
に
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
高
校
は
義
務
教
育
化
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
国
は
右
の
主
張
を
、
教
基
法
四
条
一
項

の
違
憲
主
張
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
て
、
ど
の
段
階
ま
で
の
普
通

教
育
を
義
務
教
育
と
す
る
か
は
国
会
の
裁
量
事
項
で
あ
り
教
基
法
四

条
一
項
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
反
論
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
わ
れ

わ
れ
が
主
張
し
て
い
る
内
容
は
決
し
て
、
教
基
法
四
条
一
項
を
改
正

し
て
義
務
教
育
年
限
を
高
校
を
含
め
た
一
二
年
に
し
な
い
こ
と
が
、

直
ち
に
国
の
違
法
な
不
作
為
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
の
国
民
が
共
通
に
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
高
校
教
育

済
的
負
担
の
面
で
教
育
の
機
会
均
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る

の
か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
り
、
教
育
が
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
非
経

済
的
効
果
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
司
法
的
判
断
に
な
じ
む
ほ
ど
の
合

理
的
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
旨
は
全
く
薄
弱
で
あ
る
。
確
か
に
、
私
立

高
校
生
の
超
過
学
費
に
つ
い
て
、
そ
の
軽
減
措
置
を
い
か
な
る
方
法

で
実
現
す
る
か
、
す
な
わ
ち
、
公
立
高
校
の
大
量
増
設
に
よ
る
か
、

私
学
助
成
の
大
幅
な
増
加
に
よ
る
か
、
奨
学
制
度
の
新
設
に
よ
る
か

は
、
国
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
軽

減
措
置
に
つ
い
て
、
学
費
を
全
廃
す
る
の
か
、
奨
学
金
を
超
過
学
費

全
部
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
超
過
学
費
の
う
ち
の
一
定
額
を
限
度

と
す
る
の
か
、
奨
学
制
度
に
よ
る
受
益
者
を
ど
の
範
囲
に
す
る
の

か
、
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
政
策
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
問
題
の
核
心
は
、
超
過
学
費
に
よ
る
受
教
育
権

の
侵
害
を
除
去
す
る
適
当
な
立
法
行
政
措
置
を
直
ち
に
下
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
実
に
損
害
が
発
生
し
て
い
る
以
上
、
複
雑

性
や
困
難
性
を
、
解
決
を
遅
ら
せ
る
口
実
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
「
教
育
の
非
経
済
的
効
果
」
と
い
う
用
語
が
唐
突
に
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
用
語
自
体
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で

問
題
で
あ
る
の
は
、
教
育
の
効
果
で
は
な
く
、
教
育
の
経
済
的
条
件

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
超
過
学
費

が
受
忍
限
度
を
超
え
る
と
こ
ろ
に
具
体
的
な
損
害
を
認
定
判
断
す
る

／~、

五
、‐〆
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さ
ら
に
国
は
、
公
教
育
は
無
償
化
こ
そ
進
む
べ
き
方
向
で
あ
り
、

受
益
者
負
担
主
義
は
そ
の
方
向
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

わ
れ
わ
れ
の
主
張
に
対
し
て
、
無
償
と
す
る
た
め
に
は
公
費
を
大
幅

に
投
入
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
公
費
は
国
民
の
税
収
を
財
源
と
し
て

い
る
以
上
、
高
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い
も
の
も
負
担
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
者
の
負
担
の
公
平
を
も
勘
案
す
れ
ば
受
益
者
負
担
主

義
も
不
当
と
は
い
え
な
い
、
と
反
論
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
が
論

弁
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、
子
ど
も
を
高
校
に
や
れ
な
い
世
帯
に
税
収

を
期
待
す
る
方
が
ど
う
か
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
こ

そ
、
超
過
学
費
の
た
め
に
高
校
進
学
の
途
を
閉
ざ
さ
れ
た
人
た
ち
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
明
ら
か
で
あ
る
。
国
の
こ
の
反
動
的
な
見

解
に
は
、
民
主
主
義
の
か
け
ら
さ
え
も
な
い
。

国
の
立
論
の
根
底
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
超
過
学
費
の
解
消
は

国
家
財
政
上
不
可
能
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
二
ア
ン
ス
が

あ
る
。
そ
し
て
国
は
、
国
が
奨
学
制
度
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
を
示

そ
う
と
し
て
、
生
徒
に
対
す
る
助
成
策
と
し
て
、
日
本
育
英
会
法
に

も
と
づ
く
育
英
奨
学
金
制
度
、
定
時
制
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨
励

制
度
、
同
和
対
策
高
等
学
校
進
学
奨
励
費
補
助
制
度
を
、
学
校
に
対

す
る
助
成
策
と
し
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
く
経
常
費
助

成
補
助
制
度
な
ど
を
あ
げ
る
。
し
か
し
日
本
育
英
会
の
高
校
生
に
対

す
る
奨
学
金
給
付
内
訳
を
み
る
と
五
二
年
度
で
国
公
立
二
五
、
○
○

○
人
、
私
立
一
一
一
、
三
○
○
人
、
給
付
月
額
は
国
公
立
七
、
○
○
○

現
在
ま
で
の
最
終
段
階
で
あ
る
第
一
三
回
公
判
（
七
八
年
一
一
一
月
）

に
お
い
て
、
国
は
従
来
の
主
張
の
総
括
と
も
い
う
べ
き
準
備
書
面
を

提
出
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
に
は
現
在
の
政
治
反
動
状
況
に
裏
打
ち

さ
れ
た
、
看
過
で
き
な
い
暴
論
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
私
立

高
校
生
を
子
に
も
つ
家
庭
が
、
生
存
権
を
お
び
や
か
さ
れ
る
程
の
経

済
的
負
担
に
苦
し
ん
で
い
る
」
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
主
張
に
つ
い

て
、
大
阪
府
下
の
私
立
高
校
の
生
徒
納
付
金
は
昭
和
五
○
年
度
入
学

者
の
場
合
、
平
均
で
年
間
一
一
一
一
万
三
、
八
○
○
円
、
一
か
月
平
均
一
一

万
六
、
一
五
○
円
と
な
り
、
勤
労
者
世
帯
の
実
収
入
の
一
一
一
・
四
％

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
り
、
生
存
権
を
お
び
や
か
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
ま
た
大

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

阪
府
の
勤
労
者
世
帯
の
実
支
出
の
う
ち
生
存
権
に
か
か
る
と
考
え
ら

、
、

れ
ろ
食
料
費
、
住
居
費
、
光
熱
水
費
、
被
服
費
、
保
険
医
療
費
お
よ

び
非
消
費
支
出
（
所
得
税
等
）
は
一
か
月
平
均
一
一
万
帳
七
一
三
円
で

あ
り
、
こ
れ
は
実
収
入
の
五
二
・
六
％
で
、
残
り
の
四
七
・
四
％

は
、
教
育
費
や
教
養
娯
楽
費
な
ど
に
当
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
国
は
大
阪
府
の
勤
労
者
世
帯
の
平
均

実
収
入
を
一
二
万
八
千
円
と
し
て
右
の
計
算
を
し
て
い
ろ
。
し
か
し

大
阪
府
の
場
合
、
私
立
高
校
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
る
家
庭
の
世

こ
と
は
、
す
ぐ
れ
て
司
法
裁
判
所
の
権
限
で
あ
る
。

（一ハ）

円
、
私
立
一
○
、
○
○
○
円
で
あ
る
。
少
く
と
も
私
立
高
校
生
に
つ

い
て
い
え
ば
一
％
に
も
達
し
な
い
人
数
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
超
過

学
費
の
数
分
の
一
程
度
の
補
助
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
私
学
振
興
助
成

法
に
も
と
づ
く
私
立
高
校
等
に
対
す
る
経
常
費
助
成
額
は
五
二
年
度

で
、
地
方
交
付
税
と
国
庫
補
助
金
を
あ
わ
せ
て
て
五
七
五
億
円
で

あ
り
、
生
徒
一
人
当
り
七
三
、
一
○
○
円
と
な
る
と
い
う
が
、
こ
れ

は
辛
う
じ
て
私
立
高
校
の
学
費
値
上
げ
に
対
す
る
抑
制
的
効
果
を
生

み
出
し
て
い
る
程
度
で
、
甚
だ
し
い
公
私
間
格
差
を
解
消
せ
し
め
る

こ
と
に
は
全
く
役
立
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
超
過
学
費
の
解
消
は
国
家
財
政
上
充
分
可
能
で
あ
る
。
か

り
に
一
五
○
万
人
の
私
立
高
校
生
に
対
し
平
均
二
○
万
円
の
学
費
補

助
を
行
な
う
と
す
れ
ば
、
年
間
三
千
億
円
が
必
要
で
あ
る
が
、
昭
和

五
三
年
度
の
一
般
会
計
予
算
規
模
は
約
一
一
一
四
兆
円
で
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
の
一
○
・
五
％
の
文
教
予
算
を
、
六
○
年
当
時
の
一
二
・
四
％
に

も
ど
す
と
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
六
、
五
○
○
億
円
の
増
加
が
み
ら
れ

る
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
施
策
は
国
の
教
育
費
に
対
す
る
財
政
努
力

の
範
囲
内
に
あ
る
。
む
し
ろ
一
九
六
○
年
と
一
九
七
六
年
を
対
比
し

て
、
進
学
率
が
幼
稚
園
二
八
・
七
％
↓
六
四
・
○
％
、
高
校
五
七
・

七
％
↓
九
二
・
六
％
、
大
学
・
短
大
一
○
・
一
一
一
％
↓
一
一
一
八
・
六
％
と

い
う
よ
う
に
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
の
に
、
国
家
予
算
中
の
文
教

費
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
超
過
学
費
問
題
に
つ

な
が
る
国
家
財
政
上
の
経
済
的
根
拠
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

帯
収
入
は
、
大
部
分
の
場
合
平
均
以
下
で
あ
る
。
所
得
水
準
が
低

く
、
教
育
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
人
員
枠
の
制
限
の

た
め
、
学
費
の
安
い
公
立
高
校
に
進
学
で
き
ず
、
私
立
高
校
に
進
学

せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
の
が
冷
厳
な
現
実
な
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
私
立
高
校
に
通
わ
せ
て
い
る
勤
労
者
世
帯
の
所
得
水
準
は
一
般

的
に
は
右
の
平
均
値
よ
り
も
少
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
り
に
二
一
万
八
千
円
の
月
収
が
あ
っ
て
も
、
一
人
の
高
校
生
の
た

め
の
単
な
る
学
費
支
出
だ
け
で
、
実
収
入
全
体
の
一
二
・
四
％
を
占

め
る
と
い
う
こ
と
の
重
大
性
を
認
識
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
常

識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
世
帯
収
入
が
平
均
以
下
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
超
過
学
費
の
負
担
は
家
族
全
員
の
生
活
を
し
め
つ
け
ろ
。
母
親

は
一
日
中
内
職
を
し
、
あ
る
い
は
パ
ー
ト
を
し
て
低
賃
金
で
働
ら
き

そ
の
収
入
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
一
人
の
子
ど
も
の
学
費
だ
け
の
た

め
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
自
身
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
超
過
学
費
を
稼
ぎ
出
す
手
伝
い
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も

子
ど
も
自
身
に
は
共
通
の
生
活
費
の
ほ
か
に
学
費
以
外
に
も
少
な
か

ら
ぬ
教
育
費
の
支
出
が
必
要
で
あ
る
。
か
り
に
超
過
学
費
の
負
担
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
勤
労
者

世
帯
に
と
っ
て
、
年
間
三
○
万
円
以
上
に
達
す
る
学
費
の
負
担
が
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
が
国
の
立
場

で
は
、
生
存
権
を
お
び
や
か
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
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め
の
民
主
主
義
を
打
ち
樹
て
る
た
め
に
、
本
訴
訟
を
提
起
し
て
闘
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
す
べ
て
の
子
ど
も
に
高
校
教
育
を
保
障

さ
せ
、
高
学
費
に
よ
る
生
活
破
壊
か
ら
勤
労
者
の
生
活
を
守
る
こ
と

は
、
と
く
に
今
日
の
政
治
情
勢
の
中
で
は
、
す
ぐ
れ
て
革
新
的
な
闘

い
で
あ
り
、
広
汎
な
民
主
勢
力
の
統
一
戦
線
を
結
成
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
闘
い
で
あ
る
。

裁
判
の
情
勢
は
極
め
て
き
び
し
い
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
掲
げ

た
私
学
訴
訟
の
旗
は
、
裁
判
の
帰
す
う
を
越
え
て
、
教
育
を
国
民
の

手
に
と
り
戻
す
た
め
の
闘
い
の
武
器
と
な
り
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
私
学
訴
訟
の
第
二
段
階
が
、
い
ま
ま
さ
に
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て

以
上
が
私
学
訴
訟
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
と
国
側
の
対
立
点
で
あ

る
。
確
か
に
法
律
的
に
は
、
社
会
権
保
障
に
お
け
る
国
の
不
作
為
の

違
法
性
に
対
す
る
法
的
追
求
と
い
う
前
例
の
な
い
訴
訟
で
は
あ
る
。

し
か
し
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
な
ら
、
本
訴
訟
は
そ
の
本
質
に

お
い
て
、
一
般
の
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
と
少
し
も
異
な
る
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
従
来
、
国
の
社
会
福
祉
政
策
に
お
け
る
違
法
な
放
置
に

対
す
る
法
的
責
任
の
追
求
と
い
う
規
範
意
識
の
形
成
が
あ
ま
り
に
も

未
成
熟
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
訴
訟
を
異
例
と
感
じ
さ
せ
て
い
る
の

に
す
ぎ
な
い
。

私
学
訴
訟
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
め
ざ
す
も
の
が
何
で
あ
る
か

は
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
要

約
し
て
い
え
ば
、
教
育
に
お
け
る
国
民
主
権
原
則
の
確
立
と
い
う
理

念
の
実
現
に
向
け
た
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
一
歩
は
困
難
で
あ
る
だ
け

に
貴
重
で
あ
る
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

現
在
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
政
治
反
動
が
強
化
さ
れ
て
い

る
。
資
本
主
義
体
制
は
全
世
界
的
規
模
に
お
い
て
、
そ
の
構
造
的
な

経
済
恐
慌
の
中
で
独
占
資
本
の
利
益
を
擁
護
し
、
そ
の
政
治
支
配
を

強
化
す
る
た
め
に
、
勤
労
階
級
の
抵
抗
を
排
除
し
つ
つ
国
民
の
諸
権

利
を
暴
力
的
に
抑
圧
し
、
あ
る
い
は
切
り
捨
て
な
が
ら
、
同
時
に
国

い
ろ
。

／￣ぺ
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民
全
体
の
体
制
的
一
元
化
を
押
し
進
め
て
い
る
。
体
制
権
力
に
と
っ

て
は
、
独
占
の
手
に
国
家
財
政
を
掌
握
さ
せ
、
独
占
の
手
に
よ
っ
て

勤
労
者
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
体
制

権
力
自
身
の
手
で
福
祉
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
み
せ
か
け
が
必
要

で
あ
り
、
国
民
大
衆
の
要
求
そ
れ
自
体
は
む
し
ろ
で
き
る
か
ぎ
り
抑

圧
し
、
大
衆
を
支
配
権
力
に
対
し
て
無
力
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
本

訴
訟
の
中
で
国
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
必
要
な

の
は
、
私
学
助
成
に
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
ポ
ー

ズ
で
あ
り
、
勤
労
者
で
あ
る
私
立
高
校
生
の
親
に
対
し
、
超
過
学
費

解
消
の
た
め
の
現
実
的
・
具
体
的
権
利
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
い
。

社
会
福
祉
も
社
会
保
障
も
国
の
恩
恵
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
民
の

権
利
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
本
訴
訟
の
基
本
的
な
対
決
点

で
あ
る
。

し
か
し
、
本
訴
訟
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
提
起
し
て
い
る
も
の
は
、

階
級
的
存
在
で
あ
る
国
家
は
、
国
民
に
君
臨
す
る
も
の
で
は
な
く
、

国
民
の
福
祉
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
ら
の
法
律
的

責
任
と
し
て
遂
行
す
べ
き
国
民
に
対
す
る
義
務
を
負
う
て
い
る
こ
と

を
、
大
衆
的
に
明
ら
か
に
し
、
勤
労
階
級
の
自
覚
と
権
利
意
識
を
よ

び
さ
ま
す
こ
と
で
あ
る
。
司
法
反
動
に
よ
る
や
国
民
主
権
意
識
の
国

家
主
権
意
識
へ
の
転
換
の
た
め
の
死
物
狂
い
の
攻
撃
に
対
し
て
、
わ

れ
わ
れ
は
真
向
か
ら
対
決
し
、
真
の
国
民
主
権
原
則
を
、
真
に
実
質

的
な
民
主
主
義
を
、
換
言
す
れ
ば
勤
労
者
、
あ
る
い
は
貧
乏
人
の
た
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